
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  6月 29日（土）に第 39回白糠養護学校大運動会が開催されました。前の週までは、天気もよく、グラウンドでの練習

が続いていましたが、当日はあいにくの曇り空。当日の気温は、14℃と寒く、今年度も残念ながら体育館での実施となりま

した。 

 開会式での元気いっぱいの入場から、運動会は始まりました。個人競技や学部競技、全校競技では、今まで「からだ」や

「体育」の学習で学んだことを生かし、それぞれが練習の成果を発揮することができました。会場の皆様に、子ども達の輝

く瞬間をお見せすることができたのではないかと思います。 

 今年度からふれあい競技となった「白糠駒踊り音頭」では、地域のボランティアや会場の皆様にも参加していただき、大

きな輪をつくり、子ども達と一緒に踊っていただきました。白糠町の郷土芸能を通して、子ども達にとって、貴重な「ふれ

あい」の経験の機会となりました。 

 紅組と白組どちらも最後まで力の限り競技に取り組み、どの競技も白熱した展開となりました。優勝した白組、準優勝の

紅組ともに会場から大きな拍手が送られました。子ども達の一つ一つの活躍に大きな歓声をいただき、温かい雰囲気の中、

子ども達の笑顔が輝く運動会となりました。保護者や学園職員、地域の皆様にご協力、ご声援をいただき、心より感謝申し

上げます。ありがとうございました。                                         

（健康安全部：佐藤 彰信） 


